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地域包括ケアシステム構築に向けて

～事例を通した個別支援から地域課題を考える～
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① 65歳以上の高齢者数は、2025年には3,658万人となり、2042年にはピークを迎える予測（3,878万人）。
また、75歳以上高齢者の全人口に占める割合は増加していき、2055年には、25％を超える見込み。

2012年８月 2015年 2025年 2055年

65歳以上高齢者人口（割合） 3,058万人（24.0%） 3,395万人（26.8%） 3,658万人（30.3%） 3,626万人（39.4%）

75歳以上高齢者人口（割合） 1,511万人（11.8%） 1,646万人（13.0%） 2,179万人（18.1%） 2,401万人（26.1%）

② 65歳以上高齢者のうち、「認知症高齢者の日常
生活自立度」и以上の高齢者が増加していく。

（万人）
（1,000世帯）

「認知症高齢者の日常生活自立度」и以上の高
齢者数の推計（括弧内は65歳以上人口対比）

世帯主が65歳以上の単独世帯及び夫婦のみ世帯数の推計

今後の介護保険をとりまく状況について
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世帯主が65歳以上の夫婦のみの世帯数

世帯主が65歳以上の単独世帯数

世帯主が65歳以上の単独世帯と夫婦のみ世帯の世帯数全体に占める割合

③ 世帯主が65歳以上の単独世帯や夫婦のみ世帯が増加
していく。
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【出典】介護保険事業状況報告
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年齢階層別に認定率をみると、８０歳以上から認定率約３割と急上昇する一方、
団塊の世代が75歳を迎える2025年には、元気なシニア層も増加 団塊世代

の特徴は、健康やアウトドア、本もの指向、教育も受けていて情報もしっかり把
握する。趣味は多様であり、自分の思いはきちんと伝え行動する。
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資料出所：「介護保険制度に関する国民の皆さまからのご意見募集（結果概要について）」厚生労働省老健局 5
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地域包括ケア体制（システム）
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多様な主体による生活支援サービスの重層的な提供
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＜2025年までの見通し＞
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に
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地域包括支援センター（※）レベルでの会議
（地域ケア個別会議）
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地域ケア会議とは
「地域ケア個別（個別ケース）会議」

①個別課題の解決
職種が協働して個別ケースのケア方針、支援内容等を検討する

②地域包括支援ネットワークの構築
高齢者の実態把握や課題解決のため地域の関係機関の相互連携を高める

③高齢者の自立支援に資するケアマネジメントの支援
④地域課題の把握、整理

個別ケースの課題分析等を積み重ねることにより、地域に共通した課題を
浮き彫りにする

「地域ケア推進（ネットワーク）会議」
⑤地域づくり・資源開発

インフォーマルサービスや地域見守りネットワークなど地域で必要な資源開発

⑥政策形成
地域に必要な取組みを明らかにし、政策を立案・提言していく

地域の今ある活動を結
びつけることも大切

ひとり一人の支援
に結び付けるため

地域包括ケアシステムづくりへ向けていく



グループ内自己紹介
①所属
②お名前
③活動内容；地域とのつながり

または高齢者の気になること

お互いのつながり、連携の一歩



これからの流れ
（１）事例紹介（１０分）
（２）課題の整理「この点が課題？」（１０分）

あなたが住んでいる地域や関わった事例と重ね

て考えてみる

（３）課題についての意見「解決策」（２５分）
あなたの地域だったらどんな解決方法がるか、

すでに取り組んでいることはありますか、地域には

まだない場合にはどのような取り組みがあるといい

と思いますか

（４）全体での解決策の共有（１０分）
（５）コメント（５分）



個別事例から見えてくる課題と解決策
事例から見えてくる課
題（地域課題）

地域課題解決に向けてどのような取り組み・
対策があると地域出暮らしていくことができる
と考えますか（今までの取り組みも参考に考
えてみましょう）

ひとり暮らしで、周りと
の付き合いがない
安否確認、緊急時の
連絡がとりにくい

①

②

認知機能から徘徊が
心配、不衛生な生活
となりやすい

①

②

認知症から閉じこもり
が心配、金銭管理も
徐々にできなくなる

①

②





個別支援から地域課題解決への取り組み

①個別事例を通して、個別支援のネットワーク形成
（新たな課題発見機能にもつながる）

②個別事例の支援から見えてくる地域課題の
把握、整理（必要に応じ実態把握、ニーズ調査へ繋げていく）

③社会資源の把握（地域関係者と情報共有、フォーマル、

地域互助・地域リーダーの把握）

④地域関係者との地域課題の共有（推進会議開催）

⑤地域課題解決策への検討（推進会議開催）

⑥具体的な取り組みの実施（役割分担の明確化）

⑦評価（有効な連携、個別事例への結びつき等）

⑧市町村全域での地域ケア推進会議への結び
つける

⑨政策提言（介護保険事業計画等へ繋げる）


